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1 Rp-3 高等学校家庭科男女必修における被服分野の現状と問題点

武庫川女大○北浦多栄子　　天野敏彦

教　　育

目的：　家庭科男女共修では「食物」「保育」「住居」分野への導入は比較的スムーズな

のに比べ「被服」分野は難しいと聞く。普通科目となった家庭科の円滑なスタート、被服

分野への容易な導入を目的に、被服分野の取扱いの現状と問題点の対策を検討した。

方法:1994年４月からの高等学校家庭科男女必修を前に、1994-年３月、滋賀県高等学校教

育研究会家庭科部会では、以前から男女共修を実施していた13校の実践報告をまとめた

　「滋賀県における男女共学のあゆみ」を発刊した。この冊子に記載されている指導計画・

指導内容・指導方法を参考に、被服分野担当教師や生徒達への聞き取り調査をした。また

滋賀県内全高校の家庭科担当教員へ男女共修に関するアンケート調査をした。

結果：①基礎学力の低下・生活体験の乏しい生徒が増え、実習時の一斉授業が困難になっ
てきた。教員２人体制または分割授業が不可欠である。②履修生徒数増加に対応出来る実

習室の改善、備品数の確保、修理費・消耗品費の充足による設備充実。③スタート段階で

の男女の知識差をなくすため、中学校教師との交流や連絡会が必要。中学校での被服分野

の男女必修を望む。④教師の研修・教材研究を頻繁に行い、質の向上に努め、被服分野が

不得意とならないように。⑤被服製作実習導入時に進度の遅れた生徒を出さないために、

初期め個別指導・補習等の心配りが大切である。後になるほど修正は難しくなる。

　アンケートの要望事項で最も多かったのは、実践報告とまったく同様に教員２人体制か
分割授業である。次に多かった設備の充実としては、作業台を新調する場合は男子を考慮

してもう少し高めに、また操作の容易なコンピューターミシンの設置の希望であった。

1 Rp-4 ii:it寒冷地における小・中学生の衣生活実態および着装IS識調査

　　　　　　　　　　○　市立名寄短大　青木　香保里　　　北海道教育大　藤本　尊子

［目的］北海道は気候的に寒冷と区分され、とりわけ道北内陸部の冬季は寒さが厳しく、

雪の多い特徴を持っていろ。心身の発達が著しく活動が活発な小・中学生にとって｡、「衣

服・被服」は重要な役割を担っている。厳しいi 然環境のなかで、最も身近に快適環境を

つくりだす働きが「衣服・被服」に期待されろ。本研究では、寒冷地におけろ小・中学生

の衣生活実態および著装認識を調査し、子どもの保温性IS 識形成を重視した教材の検討と

飛行小・中学校教科書における「‾衣服のはたらきと着方」の内容補強を試み･5.

　［方法］道北寒冷地の冬季・厳寒期におけろ小・中学生の着装実態調査を行い。着装認識

を問うアンケートを小・中学生ならびにその保護者に対して実施した。調査.*>■よびアンケ

ート結果か･0、寒冷環境の実態に即した環境条件、著装形態。被服材科についての基礎的

実験（装置:　KES-The･rnol abo Q 他】を行い、保温性や熱物性IIを得た。実験結果をもとに、

小・中学校mm科教科書におけろ「衣服のはたらきと着方」の内容について分析し、保温

性概念形成に資するデータとする。

　［結果］着装実態調査およびアンケート結果から、①学年が上昇するに従い、防寒に応じ

た着装形態は少なくなる傾向. ②防寒や保温性に関すろ認識は曖昧なレベルであろ、等が

把握された。また、現行小・中学校の家庭科教科書を分析したところ、①寒冷地の着装実

態を前提にした場合、記述や図表は不十分である. R保温性概念の補強が必要、等が判断

された。寒冷地におけろ小・中学生の衣生活実態把握、および認識発達の側面を重視した

教育内容および教材の必要が示唆された。
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